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数理統計学基礎 照屋　保

Mathematical  Statistics 松澤　泰道・昆　万佑子

2 後期 木曜･４時限 3年生

教育Ｎ３０２講義室 講義 該当

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や 論理に基づいて数学的な真偽を判定できるようになる。
倫理観

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 統計学の理論において，数学的な厳密な理解とは何かを理解で
きるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 不確実現象は，情報工学，システム工学，制御工学，信頼性工学，品質管理，需要予測等多くの分野で
取扱われている。この取扱いの支えとなるのが確率・統計である。本講は確率空間（確率モデル），確
率変数，期待値，特性関数，各種分布関数について講述し，確率・統計の基礎事項を修得する。

(5)授業計画 第１回　事象と確率の定理【遠隔等】
第２回　条件付き確率と事象の独立性 【遠隔等】
第３回　確率変数と確率分布【遠隔等】
第４回　期待値と分散【遠隔等】
第５回　重要な確率分布【遠隔等】
第６回　同時確率分布【遠隔等】
第７回　大数の法則と中心極限定理【遠隔等】 
第８回　無作為標本と統計量【遠隔等】 
第９回　点推定【遠隔等】 
第10回　母平均の区間推定【遠隔等】
第11回　母比率、母分散の区間推定【遠隔等】
第12回　母平均の検定【遠隔等】
第13回　母比率の検定【遠隔等】
第14回　母分散の検定，授業アンケート【遠隔等】
定期試験

※非常勤講師担当による集中講義のため，各回の内容は変更になる可能性がある。

(6)成績評価の方
法

以下を総合して判定する。
・「毎回の講義の内容の理解」を測る小テスト（10％）「統計学の理論において、数学的な理解と応用
力」を測る定期試験（90%）。
・得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。　

(7)成績評価の基
準

授業で示した内容と同レベルの問題が解ければ「水準にある」、応用問題が解ければ「やや上にある」、
やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」、難しい応用問題が解ければ「卓越している」

(8)事前事後学習
の内容

毎回、前回の授業内容の確認テストを行うので、それに備えておくこと
講義を復習する。証明をきちんと理解するまで、自ら書いて読み込むこと。講義中に与えた問題や教科
書の練習問題を解く。もう一度、何を学んだのかを整理する。

(9)履修上の注意 解析基礎を履修済みであること（単位の取得は問わない）。必ずノートを作成すること。さらに，数学
に限らず，自ら考える力を付けるためには書くということが大事です。その際，他人にもわかってもら
えるような書き方を考えることが，実は自分の理解を深めることになります。
この授業は90 時間の学修を必要とする内容であるため，60 時間以上の時間外学習が必要となる。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

随時対応する。副担当の松澤（myasu@shinshu-u.ac.jp）まで連絡すること。

【教科書】 【教科書】：「確率・統計の基礎」大野博道・岡本葵・河邉淳・鈴木章人　共著　培風館

【参考文献】 指定しない。適宜紹介する。


